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PRESS RELEASE  2025/8/8  
    

 

紅藻“ダルス”の紫外線防御物質MAAs の含有量を道南 2地点で比較 
～天然の紫外線吸収物質の供給源として期待～ 

 

ポイント 

・2023 年の函館市臼尻町産及び小安町産の紅藻“ダルス”から、MAAs を調製。 

・臼尻町産のダルスに MAAs が多く含まれることが判明。 

・両地点の環境要因から、紫外線量が MAAs 含有量に影響を与える可能性を示唆。 

 

概要                   

北海道大学大学院水産科学研究院の岸村栄毅教授と熊谷祐也准教授らの研究グループは、2023 年

1～5 月に函館市臼尻町及び小安町から採れたダルス（Devaleraea inkyuleeiinkyuleei）の紫外線防御

物質マイコスポリン様アミノ酸＊1（MAAs）含有量について月別変動を調査しました。 

本研究で調査した 2023 年の臼尻町産ダルスの MAAs 含有量は、過去の結果と同様に 2 月から 3 月

にかけて最大となり、特に 2 月の試料で最も高い値を示しました。また、2023 年の小安町産ダルス

の MAAs 含有量は、1 月から 4 月にかけて徐々に増えていき、4 月の試料で最も高い値を示しまし

た。しかし、小安町産ダルスの最大値は臼尻町産の最も少ない 5 月の試料と同程度でした。臼尻町産

のダルスは、海面近くで紫外線量が多い、コンブの養殖ロープから採取しました。一方、小安町産の

ダルスは、水深 5 メートルほどの紫外線量が少ない地点から採集しました。このことから、ダルスは

紫外線量に応じて MAAs の生成量を調節していることが示されました。 

本研究成果は低利用資源であるダルスを養殖や畜養などにより MAAs 含有量を増やして高付加価

化することが可能なことを示唆しており、環境に優しい天然の紫外線防御物質 MAAs の産業利用の

推進が期待されます。 

なお、本研究成果は、2025 年 6 月 27 日（金）公開の Fisheries Science 誌にオンライン掲載され

ました。 

 

 

試料として用いた 2 地点のダルスの違い 

臼尻町産のダルスは、海面近くで紫外線

量が多い、コンブの養殖ロープから採取

した。一方、小安町産のダルスは、水深 5

メートルほどの紫外線量が少ない地点か

ら採集した。このことから、ダルスは紫

外線量に応じて MAAs の生成量を調節し

ていることが示された。 
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【背景】 

海洋生物に特有の紫外線防御物質マイコスポリン様アミノ酸（MAAs）は、天然の紫外線防御物質

として注目されていますが、その生体内における含有量は微量です。先行研究より、紅藻類における

MAAs 含有量は季節や環境要因によって変動することが分かってきました。MAAs の有効利用には、

MAAs が最も多く含まれている時期を見つけることが不可欠です。紅藻類は MAAs の生成に関して三

つのパターン（1．常にたくさんの MAAs を生成する種。2．環境に応じて MAAs の生成量を調節す

る種。3．ほとんど MAAs を生成しない種）に分類されます。ダルスはパターン 2 に分類されますが、

環境要因によってどの程度生成量が変化するのか分かっていませんでした。 

そこで本研究では、生育環境が異なる函館市臼尻町産及び小安町産における紅藻ダルス由来 MAAs

含有量の月別変動を調査しました。 

 

【研究手法】 

試料としたダルスは函館市臼尻町及び小安町で 2023 年 1～5 月に採取しました（図 1）。採取した

試料は凍結乾燥した後、微粉末としました。微粉末の重量に対して 25%エタノールを 20 倍容量添加

し、4℃で 24 時間静置しました。抽出液の上清をエバポレーターで乾固させ、得られたものを粗 MAAs

としました。高速液体クロマトグラフィー（HPLC）により各 MAA を分離し、その濃度はランベルト

ベールの法則及び HPLC のピーク面積比から算出しました。 

水中の紅斑紫外線強度は次の式で求めました：分光放射照度 𝐸 = 𝐸0𝑒
−𝐾𝑤

𝑠𝑤w（m-1)。E は対象深度に

おける分光放射照度、E0 は表面直下の放射照度、−𝐾𝑤
𝑠𝑤は最も透明度の高い海水における放射照度の

拡散減衰係数であり、波長 330 nm における値として係数 0.0765 を使用し、水深 5（m)を乗じた値

を求めました。 

 

【研究成果】 

2023 年の臼尻町産のダルスは、2 月の試料が最も高い MAAs 含有量を示しました。一方、小安町

産のダルスは、4 月の試料が最も高い MAAs 含有量を示しました（図 2）。両地点の紫外線量は 1 月か

ら徐々に上昇しましたが、水深の深い小安町の採取地点では臼尻町の採取地点よりも 10 分の 1 程度

の低値を示しました。臼尻町産のダルスと紫外線量の相関は無く、3 月に MAAs 含有量が減少してい

ます。これは海洋中の栄養成分が春季ブルーム*2 により減少したためと考えられます。一方、小安町

の採取地点では春季ブルームの影響が少なく、紫外線量に応じて MAAs 含有量が増加したことが示唆

されました。 

 

【今後への期待】 

生育環境によって MAAs 含有量は 2.7 倍ほどの違いがあることが示されました。本研究成果は低利

用資源であるダルスを養殖や畜養などにより MAAs 含有量を増やして高付加価化することが可能で

あることを示唆しており、環境に優しい天然の紫外線防御物質 MAAs の産業利用の推進が期待されま

す。 
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【参考図】 

 
図 1．ダルス採取地点。黄丸、臼尻町。青丸、小安町。 
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図 2．2023 年に採取された臼尻町産ダルスと小安町産ダルスにおける環境要因と MAA 含有量の比較。

棒グラフ、MAAs 含有量。総 MAA 含有量として表した。◆：紅斑紫外線量。◆：クロロフィル濃度。 

 

【用語解説】 

＊1 マイコスポリン様アミノ酸 … 海洋生物特有の天然の紫外線防御物質。紫外線吸収作用に加え、抗

酸化作用や線維芽細胞増殖効果が報告されている。Mycosporine-like Amino Acid の頭文字から MAA

と呼ばれ、これまでに 78 種類以上の MAA が発見されている。複数の MAA を指す場合は、MAAs と

される。 

＊2 春季ブルーム … 春先になると、海洋では植物プランクトンが大量に増殖する現象が見られる。こ

のとき、植物プランクトンが表層の窒素化合物を大量に消費することにより、ダルスが MAAs を生成

するために必要な窒素栄養素が不足する可能性が示唆されている。 

 

 


